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今後の跡地利用の進め方について（スケジュール(案)） 

 

年度
2017年度

（平成29年度）
2018年度

（平成30年度）
2019年度～

（平成31年度～）

協議会

（事務局：東京大学）

跡地利用計画
の検討等

民間事業者等
のニーズ把握

および誘導等

情報発信等

東京大学の移転等

第
一
回
協
議
会

跡
地
利
用
計
画
検
討
ス
タ
ー
ト

跡
地
利
用
計
画
策
定

跡
地
利
用
に
係
る
ま
ち
ビ
ジ
ョ
ン

（
平
成
29
年
10
月
・
三
者
懇
談
会
）

事業者サウ
ンディング

(東大が実施)
１
次
募
集
（
公
募
）

１
次
募
集
（
対
話

事
業
者
選
定
）

対話事業者
との対話
対話会①

土地利用に向けた諸手続

都
市
計
画
変
更
等

第
三
回
協
議
会

まちビジョン
の説明

跡地利用計画(案)
の検討

１
次
募
集
要
綱
の
確
認
（
書
面
開
催
）

第
四
回
協
議
会

１次募集の結果報告

跡地利用計
画(案)に反映

跡
地
利
用
計
画(

案
①)

２
次
募
集
（
公
募
）

２
次
募
集
（
開
発

事
業
者
の
選
定
）

対話事業者との対話
対話会②

（必要に応じて実施）

必要に応じて開催（延長）

調整等

土地引渡し
基盤整備
建物建築 等

対話事業者および
提案概要書

の公表

跡地利用計画の
公表

開発事業者
の公表

全体エリアを
対象に提案

全体エリアまた
は一部エリアを
対象に提案

千葉大の参加

調整等

地歴調査
(H28/3)

建物解体
建物解体（完了）

(H31/7）

土壌汚染対策(必要な場合)土壌汚染調査

千葉大－東大の
交換・売却
(H31以降)

企
画
検
討
事
務
局
（
東
京
大
学
、
千
葉
市
）

決定
対話の結果報告

第
二
回
協
議
会

跡地利用計画案の協議

跡
地
利
用
計
画(

案
②)
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第１回協議会資料 

平成 30 年 3 月 27 日 
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今後の跡地利用の進め方について（説明資料） 

 
「東大西千葉キャンパス跡地利用計画」の検討等の実施体制 

 東京大学および千葉市で構成する企画検討事務局を設置し、実務レベルの検討等を行う。 

 企画検討事務局が、「東京大学生産技術研究所附属千葉実験所の跡地利用に係るビジョ

ン」（以下、まちビジョン）を踏まえた「東大西千葉キャンパス跡地利用計画(案)」（以下、跡地

利用計画）を検討し、協議会が跡地利用計画を策定する（平成 30 年度中の策定を予定）。 

 また企画検討事務局は、東大キャンパス跡地の土地取得および事業実施の意向がある民間

事業者のニーズ等を把握するため、良質で実現性の高い土地利用や事業計画等の提案を

求める提案募集（１次募集）を企画・検討し、公募および選考会、対話会の設置・運営、これら

の一連の取組みを総括する（平成 30 年度上期に実施予定）。 

 なお、地区計画など千葉大キャンパスと一体的に検討することが合理的な事項については、

三者（東大、千葉市、千葉大）で協議する場を企画検討事務局に設けることとする。 
 

図表 1「跡地利用計画」の検討等の実施体制 

 

「跡地利用計画(案)」の検討

（「まちビジョン」をベースに検討）

1. はじめに（目的等）

2. 計画対象地の概要

3. 基本方針

4. 土地利用の方針

5. 都市基盤等の整備に関する方針

6. 実現に向けた方針・課題等

• 都市機能や都市基盤等の整備・
誘導手法

• まちづくりのルール
• 事業スケジュール 等

東大西千葉キャンパス

跡地利用協議会

企画検討事務局

（東京大学および千葉市で構成）

提案募集（１次募集）
の企画・検討、実施

選考会

対話会

提案募集

報告

意見

「東京大学生産技術研究所附属千葉
実験所の跡地利用に係るビジョン」の
実現のため、東京大学西千葉キャン
パス跡地の利用に関し、必要な事項
を協議し、跡地利用計画を策定するこ
とを目的とする。

【協議内容】

① 土地利用に関する事項

② 都市基盤に関する事項

③ まちづくりのルールに関する事項

④ 事業スケジュールに関する事項

⑤ その他、跡地利用に関して議論が
必要な事項

設置期間は、跡地利用計画の策定の
日までとする。ただし、必要に応じて、
協議会委員の合意を経て延長は可能
とする。

注１）上記は目次案

注２）赤字は、跡地利用計画で新たに追記・検討する事項

説明・協議
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開発事業者決定までのプロセス 

STEP1：事業者サウンディング 

 東大キャンパス跡地の土地取得等の意向を把握することを目的に、同種および類似の

事業実績がある民間事業者および「文教のまち」の実現にふさわしい都市機能等を導

入しうる事業者等対象に、個別にインタビューを実施する。 
 東大キャンパス跡地に関心がある事業者に対して、想定される都市機能や開発課題、

提案募集(１次募集)への参加可能性について意見等を求める。 
 事業者サウンディングは東京大学が行う。 

STEP2：提案募集（１次募集） ※平成 30 年度上期に公募実施を予定 

 事業者側の具体的な意向や事業の関心度を把握するとともに、今後の円滑な土地処分

に向けた条件整理等に役立てることを目的として実施する。 
 提案募集（１次募集）で選定された民間事業者（以下、対話事業者）は、企画検討事務

局が主催する「対話会」に参加し、提案内容の実現可能性を高めるための方策等を検討

する。 
 対話の結果は、必要に応じて跡地利用計画等に反映させる。 
 なお、民間事業者からの「提案書」は、原則として非公開とする。ただし別途、公表

を前提とした「提案概要書」(A４、１枚程度)の提出を求める（非公表としたい事項
を記す必要はない）。「提案概要書」は、跡地利用協議会等での発表やWEB等で公表
することを想定している（民間事業者間の共同、連携等を誘導することも意図してい

る）。 

STEP3：開発事業者募集(２次募集) ※平成 31 年度以降（時期は未定） 

 「跡地利用計画」の決定および土地利用に向けた諸手続をふまえて実施する。 
 開発事業者の選定後、契約（東大-開発事業者）および土地引き渡し、都市基盤整備、

建物整備を進め、「まちビジョン」を実現する。 
 

 


